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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度
申請フローチャート

既に応⽤基礎レベル

（⼤学等単位）に

認定されている場合

応⽤基礎レベル に申請したい

両レベルの授業科⽬が重複していても、申請は可能

過去に認定を受けておらず、

新たに教育プログラムを

申請する場合

リテラシーレベル に申請したい

応⽤基礎レベル に申請したい

リテラシーレベル プラス に申請したい

応⽤基礎レベル プラス に申請したい

（学部・学科単位）に変更したい

既に応⽤基礎レベル

（学部・学科単位）に

認定されている場合

（⼤学等単位）に変更したい

リテラシーレベルと同時申請または既に認定を受け

ていることが申請条件です。リテラシーレベルの申

請時に併せて様式５をご提出ください。

応⽤基礎レベルと同時申請または既に認定を受けて

いることが申請条件です。応⽤基礎レベルの申請時

に併せて様式５をご提出ください。

リテラシーレベルと同時申請することや先に応⽤基

礎レベルに申請することも可能です。最終的には両

レベル認定を⽬指してください。

実施要綱に従い、適切に申請してください。

両レベルの授業科⽬が重複していても、申請は可

能です。

リテラシーレベル プラス に申請したい

毎年申請可能です。過去不選定となった場合でも、

再度申請が可能です。（再申請の場合は記載内容

の精査をお願いします）

既にリテラシーレベルに

認定されている場合

（学部・学科単位）への新規申請と併せて、廃⽌届

の提出が必要です。

廃⽌届の提出は不要です。ただし、原則として既存

プログラムの⼤学等単位への拡⼤となりますが、併

存とする場合は整理が必要です。

プログラムを⼀部開講にしたい・廃⽌したい

廃⽌届の提出が必要です。詳細は、変更等の届け出

に関する提出要領をご確認ください。

プログラムを廃⽌したい

廃⽌届の提出が必要です。詳細は、変更等の届け出

プログラムを廃⽌したい

廃⽌届の提出が必要です。詳細は、変更等の届け出

に関する提出要領をご確認ください。

応⽤基礎レベル プラス に申請したい

毎年申請可能です。過去不選定となった場合でも、

再度申請が可能です。（再申請の場合は記載内容の

応⽤基礎レベル プラス に申請したい

毎年申請可能です。再申請の場合、不選定となった

プログラムと同じ内容での申請はできません。

両レベル に申請したい

別の（学部・学科単位）でも申請したい

廃⽌届の提出は不要です。ただし、既存プログラム

と併存とするためには整理が必要です。

※申請⽅法等詳細は、申請要領等をご確認ください。


